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改革改善
の考え方

①問題
点

更なる選挙知識の向上と円滑な選挙執行

②改革
提案

投開票事務従事者に対するより効果的な説明会の実施及びマニュアルの見直し

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

3件の選挙を執行した。（任期満了に伴う長野県知事選挙と衆議院解散による解散総選挙の２件執行。農業委員選挙は無投
票。）

総事業費①+② 4,334 3,170 3,551 5,271

300 300

臨時職員所要時間 100

一般財源 3,146 3,166 2,472 5,267

人件費計（千円）② 1,180 1,073

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金 8 4 6 4

事業費計（千円）① 3,154 3,170 2,478 5,271 〔26特定財源〕在外選挙特別交付金
〔27特定財源〕在外選挙特別交付金国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　委員会の開催　定例委員会を毎月開催、選挙時に臨時委員会を随時
開催
２　選挙の執行
（１）飯田市農業委員会委員選挙（7月19日任期満了、選挙期日7月6日）
（２）長野県知事選挙（8月30日任期満了、選挙期日8月10日）
（３）衆議院解散総選挙（12月2日公示、選挙期日12月14日）
※長野県議会議員一般選挙（27年４月29日任期満了、選挙期日4月12
日）の準備
３　長野県19市選挙管理委員会連合会等の事業への参加
（１）長野県19市選挙管理委員会連合会事務研究会参加（前期と後期の２
回）
（２）全国市区選挙管理委員会連合会及び北信越支部事業への参加
（３）長野県選挙管理委員会連合会事業への参加（総会及び委員長会）
（４）伊那谷３市事務研究会参加（26年度は当番市）

１(1)　定例委員会
  (2)  臨時委員会
２　管理執行する選挙

３　各種連合会事業

１(1)12回
  (2)10回
２　３件（うち長野県知
事選挙及び衆議院解
散総選挙の2件は執
行、農業委員選挙は無
投票につき準備のみ）
３　　7回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

１　委員会の運営
（1）定例委員会　　毎月開催。3・6・9・12月は定時の選挙人名簿登録月。
（2）臨時委員会　　選挙時に開催。
２　選挙の執行
各種選挙を適正に管理執行する。
３　長野県19市選挙管理委員会連合会等の事業への参加
長野県19市選挙管理委員会連合会、全国市区選挙管理委員会連合会、長野県選挙管理委員会連合会、伊那谷３市事務研究会等に
積極的に参加し情報収集や学習することで適正な選挙執行に役立てる。

成果
指標

管理執行した選挙の数 2 3 5 3

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

自治意識の向上

選挙管理委員 4

意図（どういう状態
にするか）

選挙を適正に管理執行する。
目
的

対象（誰・何を） 選挙管理委員会

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 91 市民参画による協働の促進
基本計画上
の位置づけ

政策 9 市民と共に進める行政経営

H27担当課等名 選挙管理委員会事務局 H27係等名 選挙係 H26係等名 選挙係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 終了
事務事業名 選挙管理委員会運営事業

会計 一般会計
54 3

事業種別 経常

9 施策№ 91 事業№


